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Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. 学際科学フロンティア研究所 中期目標・中期計画へ

の取組 

No.28 ①-3 優れた若手・女性・外国人研究者の積極的登用 

No.40 ①-1 国際競争力向上に向けた基盤強化 

 

実績報告  

 平成３０年度は、以前より取り組んできた優れた若手・女性・外国人研究者が活躍する研究基盤

と自立的な研究環境構築のための「尚志プログラム」を、総長のリーダーシップのもと全学的協力

体制のもとに発展させ、「東北大学版テニュアトラック制度」として体制を構築した。本制度は、学

際科学フロンティア研究所が国際公募によって、世界中から５０名規模の優れた若手研究者を任

期付き助教として採用し、学内の研究科、研究所との密接な連携のもとに、独立した研究環境とメ

ンターによる支援体制を構築し、異分野融合による学際的研究の開拓による新たな知の創造と任

期満了後の安定的な雇用の実現を支援するものである。 

 自立的な研究基盤の構築に関しては、若手研究者が主体的に企画、推進した研究イベントは平

成３０年度は２２件に上り、年度ごとに着実に増加している。このような環境のもと、平成３０年に

本所で発表された研究論文は２１３報であって、若手研究者は一人あたり４.１３報の論文を発表し

ている。 

さらに、若手研究者の自立的研究基盤整備によって毎年複数の研究者が科学技術分野の文部

科学大臣表彰若手科学者賞の推薦候補となり、平成３０年度は１名が受賞した。平成２７年度以

降の受賞者は５名に上る。また平成３１年度にも２名の受賞が内定している。 

 平成３０年度に助教１４名を国際公募によって採用決定した（応募倍率は約１０倍）。なお１４名

中、３名（２１.４％）が外国人である。女性教員も３名内定したが、いずれも辞退となった。令和元

年５月現在の助教の総数は４１名で、その内女性は４名（９.８％）、外国人は８名（１９.５％）になっ

ている。また、平成３０年度に准教授１名と助教１名が他大学教授へ、助教２名が学内准教授へ、

助教３名が他大学准教授へ昇任している（累計１９名が３０年度中に異動・転出）。本取り組みを

開始してから令和元年５月現在までの８年間に９２名の助教を採用し、そのうち５１名が学内、学

外のポストを得て既に異動した。このことから、本取り組みは、若手研究者のキャリアアップに大

きく貢献していると判断される。 
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 これらの取り組みは、若手研究者の柔軟な発想を基に、異分野融合をキーワードにした自立的

研究環境を提供し、育成を推進するきわめて新規性、独自性が高い取り組みである。また、政府

が統合イノベーション戦略等で推進する優秀な若手研究者の活躍機会創出に大きく貢献してい

る。 

No.1 資料.pdf 
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2. 国際レベルの若手研究者人材育成支援および異分

野融合・学際分野における国際的頭脳循環ネットワーク

とハブの形成 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.31 ②-2 グローバルな連携ネットワークの発展 

No.40 ①-1 国際競争力向上に向けた基盤強化 

No.42 ①-3 グローバルネットワークの形成・展開 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

 

実績報告  

 グローバルに活躍できる若手研究者人材の育成支援のため、海外共同研究及び海外研究集

会への派遣制度を平成１９年度より所内予算により運用している。また、共同研究を前提とした著

名海外研究機関（例えば、海外ベンチマーク校）への海外留学（研修）を所内予算や研究大学強

化促進事業、科学技術人材育成のコンソーシアム事業等の外部資金を活用して支援している。 

平成３０年度に所内予算によって１０名を海外研究集会へ、２名をフランス国立理工学校リヨン校

(EC Lyon)、材料・プロセス科学技術研究所(SIMaP)等へ海外共同研究（２週間～３ヶ月）として

派遣し、国際レベルで活躍できる人材を育成支援した。さらに、研究力大学強化促進事業で２名

をミュンヘン大学、コロンビア大学へ原則３ヶ月以上の留学（長期海外共同研究）または共同研究

で派遣し、科学技術人材育成のコンソーシアム事業ではコロンビア大学、アバディーン大学、バー

ジニア工科大学、ストラスクライド大学等へ５名を海外留学（研修）させ、２名をカリフォルニア工科

大学とハワイ大学に共同研究派遣した。 

一方、先端学際基幹研究部シニア教員による海外研究機関との共同研究を通じた異分野融合国

際的頭脳循環ネットワークとハブ形成については、これまで所内予算を活用し、フランス国立理工

学校リヨン校(EC Lyon)やドイツカールスルーエ工科大学とのネットワーク形成を行ってきた。３０

年度は担当教員の異動予定もあって採択はなかったが、引き続きフランス国立理工学校リヨン校

（EC Lyon)への若手研究者の派遣は行い、ネットワークの維持・強化に努めた。 

このような取り組みは、第５期科学技術基本計画等に記載されている国際的研究ネットワーク構

築の強化とそれにともなう世界で活躍できる研究者育成戦略にもつながるものであり、グローバ

ルなレベルで、自身の研究活動のアピール、研究スキルの向上をはかり、自身の研究活動を進

展・活性化させることができた。また海外の研究者、研究機関とのネットワーク形成にも大きく貢献

することができた。 
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以上のような取り組みの結果、国際共著論文比率は添付ファイルのように、平成２９年までは３

０％前後であったが、平成３０年度には５３.８％にまで向上した。また国際会議の基調・招待講演

数も平成３０年度には０.６６１まで増大した（総数３７件の基調・招待講演の内、新領域創成研究

部助教の講演数は２５件）。また平成３０年度の国際共同・受託研究は０.８５７であり、平成２９年

度の０.７２３同様、高い実績を示している。 

上述したように、本取組みの一部は所内予算を用いて平成１９年度から実施しており、その実施

時期においても独自性が高く、また組織改編を経ても継続的に発展実施していることから優れて

いると判断できる。さらに、異分野融合学際研究をキーワードにして、若手研究者を中心にグロー

バルな規模で研究を展開する契機を与え、同時にネットワークや拠点構築を推進することで、本

学のプレゼンスを向上させることに貢献している。以上のことから本取り組みは、新規性、独自性

が高い。 

  

論文数と国際共著比率.pptx 
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3. 先端的学際研究の推進と学内学際研究発掘（研究者

の自由な発想による異分野融合学際研究の推進） 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

No.30 ②-1 世界最高水準の最先端研究機構群の設置 

 

実績報告  

 次代の新たな学問分野創出のため、研究者の自由かつ柔軟な発想による異分野融合学際研

究の推進を目的として、先端的学際研究の推進と学内学際研究発掘を行っている（平成２５年度

より）。本取り組みは、研究所の基幹的活動である「先端的学際研究の推進」、「学内学際研究の

発掘」、「若手研究者の支援」の３つに関わるものである。この内、「先端的学際研究の推進」では

所内公募で選ばれたシニア教員が「学際研究促進プログラム」を実施し、「学内学際研究の発

掘」、「若手研究者の支援」においては、全学に「学際研究支援プログラム」および「領域創成研

究」を公募して、推進する。平成３０年度は学際研究促進プログラム１件、学際研究支援プログラ

ム８件、領域創成研究２０件を実施した。 

これらの研究プログラムによって、３０年度には例えば、若手研究者を対象にした「トーキン科学

技術賞」、「日本機械学会独創研究学生賞」、「日本金属学会若手講演論文賞」、「ICFD2018 

Best Presntation Award」等を受賞した。 

また、学際研究支援プログラム（課題名：機能性材料のドメイン構造解析と電歪特性制御（2016-

2018年度））の研究代表者である梅津理恵准教授（金属材料研究所）は平成３１年４月に第 39

回猿橋賞を受賞した。 

これらの公募研究課題の遂行によって、Nature Communication、Science Advancesなど著名

論文として成果を創出した。 

これまでに実施された公募研究も多くの成果を創出していることも特筆される。例えば、無機材料

物性学、薄膜プロセス工学、生体適合材料学、プラズマ物理学等の学際研究を通じて、光通信に

用いられる実用材料であるビスマス鉄ガーネットの約 40倍もの巨大なファラデー効果を、ナノ磁

性金属粒子をセラミックス中に分散させた薄膜材料という全く新しい発想によって達成した（学際

研究促進プログラムの前身の特別推進研究（代表者：増本博教授））。本成果は、Scientific 

Reports, 8(2018)4978 (DOI:10.1038/ｓ41598-018-23128-5)に掲載された他、日経産業新聞

（2018年 4月 3日）、日刊工業新聞電子版（2018年 4月 4日）、日本経済新聞電子版（2018年
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4月 9日）他にも紹介された。なお、Scientific Reportsに掲載された上記論文は、2018年に最

も閲覧回数の多い物理学分野の論文（トップ 100）である「Top100 in Physics」に選出された。 

また、材料科学・計算科学（数学）・高エネルギー物理学・低温物理工学等の学際課題として推進

された学際研究促進プログラム（課題名：ランダム原子配列構造制御の基礎科学と新材料・新機

能創成への融合展開（2014-2016年度）（代表者：才田淳治教授））では、発表された５つの論文

が本データベースで公開されている 2019年 5月集計の FWCI Top10%(Materi. Sci.領域)にラ

ンクインした。 

これらの活動は、異分野融合をキーワードにして次世代を担うシニア・若手研究者の新たな学際

研究を自立的に遂行する支援に関する取り組みとしてきわめて新規性、独自性が高い。 

N0.2 資料.pdf, 追加提出図面４－鹿山先生新聞発表.pptx 
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4. 先端的異分野融合による新たな研究フロンティアの

開拓 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

 

実績報告  

文理医すべてを網羅する６つの研究領域を有する本所の強みを活かし、異分野を融合する先端

的学際研究を推進し、長期的視野に立った基礎研究のみならず、新たな視点で社会にインパクト

を与えられる研究フロンティアの開拓やイノベーション創出を実践する研究課題に果敢に挑戦し、

社会のニーズに応える戦略的研究を推進する。以下、平成３０年度に発表された成果の幾つかを

列記する。 

１．無機材料物性学、薄膜プロセス工学、生体適合材料学、プラズマ物理学等の学際研究を通じ

て、光通信に用いられる実用材料であるビスマス鉄ガーネットの約 40倍もの巨大なファラデー効

果を、ナノ磁性金属粒子をセラミックス中に分散させた薄膜材料という、全く新しい発想によって達

成することに成功した。これは、45年ぶりの新しい磁気光学材料の発見である。本成果は、

「Scientific Reports」に掲載された他、日経産業新聞（2018年 4月 3日）、日刊工業新聞電子版

（2018年 4月 4日）、日本経済新聞電子版（2018年 4月 9日）他にも紹介された。 

 この新しい材料は、従来材料よりもはるかに大きなファラデー効果を示す磁性薄膜材料で、光デ

バイスの大幅な高性能化、さらに小型化・集積化が可能となる。従来の電子を信号とする電子デ

バイスの進化と同様に、光デバイスが集積化されれば、いうなれば電子に代わる"光子"集積化回

路が可能となり、電磁ノイズの影響が無く、高密度情報伝達が可能で、大幅な省エネルギー化を

実現することができると考えられる。 

 なお、Scientific Reportsに掲載された上記論文は、2018年に最も閲覧回数の多い物理学分

野の論文（トップ 100）である「Top100 in Physics」に選出された。 

  

２．月隕石から「モガナイト」と呼ばれる、生成に水が不可欠な鉱物を発見し、これが月の地下に

眠る氷の痕跡であることを突き止め、大量の氷の埋蔵の可能性を報告した（東北大学理学研究
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科、海洋研究開発機構、神戸大学、京都大学、広島大学、高輝度光科学研究センターなどとの分

野を横断する学際的共同研究）。本成果は、米国科学誌「Science Advances」に公開された他、

毎日新聞、日本経済新聞電子版、産経新聞電子版、日刊工業新聞（いずれも 2018年 5月 3

日）に掲載され、大きなインパクトを与えた。 

  

３．細胞が情報物質を取り込む瞬間の撮影に成功！―生きた細胞の表面を「見る」革新的技術： 

細胞が外界の物質を取り込む際の直径数 100nmの陥入構造を生きた細胞で可視化し、その分

子機構に関して新しい知見を手に入れることに成功した。学際科学フロンティア研究所、京都大

学、オリンパス株式会社の共同研究グループは、生きた細胞の細胞膜を可視化する特殊な顕微

鏡を独自に開発し、エンドサイトーシスに伴う細胞膜の微小構造変化を捉えることに成功し、細胞

内部で膜を支えるタンパク質骨格が重要なはたらきをしていることを証明した。この技術は、細胞

表層で進行する様々な生命現象、例えばウイルス・細菌感染、神経伝達、がん、免疫反応など、

の理解・解明に資する大きな技術革新をもたらすものと考えられる。本成果は、「PLOS Biology」

にオンライン掲載され、京都大学、日本医療研究開発機構および本学よりプレスリリースされた。 

  

４．磁性・スピントロニクス材料、熱電材料および形状記憶合金として知られる金属間化合物の一

種である「ホイスラー合金(X2YZ)が、アルキンの選択水素化反応に対して優れた触媒になること

を発見したとともに、触媒機能の精密制御が可能であることを示した。本成果は磁性材料工学を

基礎に、化学工学、計算化学等の異分野共同研究によって得られたもので、学際科学フロンティ

ア研究所、多元物質科学研究所、鹿児島大学、物質・材料研究機構の協力で遂行された。本成

果は貴金属を用いない高機能触媒の開発につながるとともに、不明な点が多い金属間化合物の

触媒機能のメカニズム解明にも貢献すると期待され、「Science Advances」に発表された。 

  

５．中性子星同士の連星が合体することで金やプラチナなどの重元素が作られるとされるキロノ

ヴァと呼ばれる増光について、観測された小さな光の偏りが、重元素からの光として説明できるこ

とを明らかにした（高エネルギー加速器研究機構、大学院理学研究科との共同研究）。本成果

は、連星中性子星の合体で作られる重元素の種類を特定するために、光の偏りの観測が有力な

道具となることが期待されるもので、「Nature Astronomy」に掲載された。 

  

6. 物質のガラス転移は一般に、液体から冷却する際の冷却速度とガラス構造形成の緩和時間

と相関があるが、変形を加えた際のひずみ速度と塑性変形を引き起こす緩和時間にも同様の相
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関を確認し、材料の破壊靭性値の変化を明らかにした。このことはガラス遷移現象を機械的特性

の点からも確認したことであって、液体構造を凍結した温度（仮想温度）が機械的特性に大きく寄

与する機構が示されている。本成果は、イェール大学、テネシー大学等との国際共同研究で、材

料工学、機械工学、基礎物理学、高エネルギー物理学等の異分野融合研究によって遂行され、

「Nature Communications」に論文が掲載された。 
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